
「東アジア古典文献コーパスの研究」共同研究班報告

はじめに
2008年 4月から 2013年 3月にかけて、われわれは「東アジア古典文献コーパス
の研究」共同研究班 (班長: 安岡孝一)を組織し、漢文解析に向けたコーパスの研
究をおこなった。この共同研究班は、2008年 3月に終了した「漢字情報学の構築」
班 [1]での、白文自動「点」打ちプロジェクトでの知見を受け、漢文の自動解析に
特化しておこなわれた研究班である。

韻文の自動解析に向けて
漢文の自動解析に際し、先の「漢字情報学の構築」班の知見として、韻文と散
文では全く文章構造が異なっており、それぞれに異なるアプローチを要すること
が、明らかになっていた。

散文の自動解析に向けて
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おわりに
新規に「東アジア古典文献コーパスの応用研究」共同研究班を立ち上げる予定
である。
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